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ローマ人への手紙＃２５「聖化の土台」６:１～１１ 

2023/06/11 

はじめに 

パウロは、ローマ人への手紙の 1～8 章までを使って、キリスト教における救いの教理につ

いて教えてくれています。救いは三つの段階をたどり、やがて完成に至ります。救いは自分の

罪を知り、罪を認めて、キリストの福音を信じ、神に信頼して歩み始めることからスタートま

す。この福音を信じた瞬間に起こること、神が私たちになしてくださることが「義認」です。

パウロはこの義認を 5 章までで詳しく解説してきました。そして、今回から救いの第二の段階

「聖化」の教えに入ります。これは言い換えればクリスチャン人生、信仰生活そのものと言え

ます。 

 

その聖化の土台となるのが、クリスチャンとはイエス・キリストと霊的に一体とされている者

であるということです。キリストと一つになる事によって私たちは罪から自由になり、新しい

いのちに生きるようになります。その奥義をパウロは三つのたとえを使って説明していきま

す。「バプテスマのたとえ」「奴隷のたとえ」「婚姻のたとえ」です。今日は第一番目の「バ

プテスマのたとえ」を学びます。 

 

１．想定される質問と答え（1-2 節） 

6:1 それでは、どのように言うべきでしょうか。恵みが増し加わるために、私たちは罪にとど

まるべきでしょうか。 

これは 5:20ｂ 罪の増し加わるところに、恵みも満ちあふれました。を受けて想定される質問

です。神がますます私たちを恵み、赦し続けることができるように、私たちは罪を犯し続ける

ほうがよいのでしょうか。という質問です。 

 

このような生き方を地で行った人がいます。ラスプーチンという人をご存知でしょうか。映

画や文学などでも多く取り上げられてきました、悪名高い怪僧といわれた人物です。この人は

ロシア人で、19 世紀の末から第 1 次世界大戦の辺りまで生きたロシア正教の修道士です。本名

はグレゴリー・エフィモビッチ・ラスプーチンと言います。 

 

とても貧しい百姓の家に生まれまして、教育も受けておらず、文字書きさえ満足にできないと

いう人でありましたが、結婚はどういうわけか、立派なおうちの娘さんと結婚できまして、2

人の女の子と 1 人の男の子をもうけました。しかし、30 歳を少し過ぎました頃に、それまでの



2 

 

生活を一新する決意をして、家庭を捨てて修道士となりました。その時に彼は、「自分は神か

ら霊感を受けた、いと高き方の分子が自分の中に受肉している。」と主張して出家しました。 

 

彼によりますと、人が救いを受けるということは、罪の赦しを受けること、罪赦されたという

体験、感激、それが救いなのだ。だから私たちは常に罪を悔い改め、赦しを受けなければなら

ない。その感激に常に浸っていようと思うと、常に赦されなければならないわけですから、い

つも罪を犯さなければならない。これがラスプーチンの主張であったわけです。赦されるため

には悔い改めを、悔い改めるためには罪を犯しなさいというわけです。「私はそのいとたかき

神の分子を受肉して持っている、神の霊が私に宿っているのだから、みんな霊においても、肉

においても私に結びつきなさい」と呼びかけました。肉においても私に結びつけと言います

と、これはどんなことが起こるか想像を絶するわけで、今でいえばカルトです。 

 

やがて、彼はエルサレムやその他の有名な聖地の巡礼し、修道院を転々として、自分に都合の

いい聖句だけを寄せ集めまして、いよいよ怪しげな説教をやったわけですけれども、ついには

非常に評判になりまして、最後のロシア皇帝ロシア皇帝ニコライ 2 世とアレクサンドラ皇后の

前に出ました。そして、そこで一人の貴族の病気が不思議と彼の力によって治るということが

ありました。皇太子が病気であったこともあり、皇后がラスプーチンに入れ込んでしまいまし

て、とうとうロシアの政治にまで介入して無茶苦茶な人事をやりました。最後には貴族たちか

ら暗殺されてしまったという。そういう悪名高い人物です。 

 

ラスプーチンは極端な例でありますけれど、パウロが主張する 5:20ｂ 罪の増し加わるところ

に、恵みも満ちあふれる。という主張を聞くと、昔も今も 1 節のような質問が出てくるわけで

す。そのことをパウロは予想して、自問自答（ディアトリベ）の論法で解答します。パウロの

答えを見てみましょう。 

 

6:2 決してそんなことはありません。罪に対して死んだ私たちが、どうしてなおも罪のうちに

生きていられるでしょうか 

まずこのような質問をする人は、罪の恐ろしさが理解できていません。神の一人子、神ご自身

が、罪のために身代わりとなって死ななければ解決できなかった。そこに人間の罪のおそろし

さ、深刻さがあるのです。 

決してそんなことはありません。パウロがよく使う言葉で人間的な考え方をきっぱりと退ける

時に使っています。 

 

パウロの答えは、私たちはすでに罪に対して死んでいるのだから、罪にとどまることはできな

い、というものでした。これを神学的には位置的真理と言います。イエスが罪のために死なれ

た時、イエスは私たちの代表として死なれました。イエスは私たちの身代わりとして死んでく

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%82%B7%E3%82%A2%E7%9A%87%E5%B8%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%82%A42%E4%B8%96_(%E3%83%AD%E3%82%B7%E3%82%A2%E7%9A%87%E5%B8%9D)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%A9%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%A7%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%B4%E3%83%8A_(%E3%83%8B%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%82%A42%E4%B8%96%E7%9A%87%E5%90%8E)
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ださっただけでなく、私たちの代表として、人間と同じように死んでくださったのです。です

から、イエスが死んだとき、私たちも死んだのです。これは、アダムが人類の代表として罪を

犯したために、全人類が罪人となったのと同じ原理です。 

 

キリストは、罪という問題すべてに死に、きっぱりと決着をつけてくださったのです。ですか

らキリストにあるすべての人は、神から見れば、罪に対して死んだと見られているのです。こ

れは、信者に罪のないことを意味するのではありません。キリストの死においてキリストと同

じように見てくださっているという意味です。 

 

聖化とは、行いによって得るものではないということを知っていることは、とても大切です。

私は以前、霊的な体験に飢え渇いていました。それはそのような体験をすることで信仰が深ま

り、聖くなり、罪から解放されるのではないかと思っていたからです。けれども、それは間違

いでした。私たちが神の怒りから解放されたのが、行いではなく信仰によったのと同じよう

に、私たちが聖く生きることができるのは、全て神の恵みであり、信仰によるのです。私たち

が自分を聖くするためにできることは何一つなく、神がキリストにおいてすべてのことを行っ

てくださったのです。 

 

２. キリストとの一体化（3～９節） 

 

パウロは、「罪に対して死んだ」ことについて、三つの事実を私たちに伝えています。パウ

ロは、それぞれの事実について「知っています」という言葉を使っています。つまり、知るこ

とが、私たちが聖潔へと進む第一歩なのです。私たちは、福音を聞いて、それを知ったことで

始まり救いを得ました、聖化も同じです。三つの知るべき事実のうち、一つ目はバプテスマで

す。 

 

a. バプテスマ 

6:3 それとも、あなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスにつくバプテスマを受けた

私たちはみな、その死にあずかるバプテスマを受けたのではありませんか。 

6:4 私たちは、キリストの死にあずかるバプテスマによって、キリストとともに葬られたので

す。それは、ちょうどキリストが御父の栄光によって死者の中からよみがえられたように、私

たちも、新しいいのちに歩むためです。 

6:5 私たちがキリストの死と同じようになって、キリストと一つになっているなら、キリスト

の復活とも同じようになるからです。 

それとも、 あなたがたは 知 らないのですかというのは、「もちろん、知っているはずだ」 

という意味です。 ローマのクリスチャンたちは、教理的にも体験的にも、霊的死と復活を知 

っていました。 
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「イエスにつくバプテスマ」とは、信じた時に受けた聖霊のバプテスマのことです。 バプテス

マの基本的意味は、キリストとの一体化です。聖霊のバプテスマによって、 私たちはキリスト 

と一体化させられました。 大切なのは「キリストに起こったことは 私たちにも起こった」 と

いうことを知ることです。 

 

次の三点を確認しましょう ①キリストは、十字架について死んだ。私たちも死んだ。②キリス

トは、墓に葬られた。私たちも葬られた。 ③キリストは、復活した。私たちも復活した。 私 

たちは、罪に対しては死にました。 今の私たちには新しい命があり、新しい歩みがあります。 

私たちは罪を犯すことはあるかもしれませんが、 以前のように罪を犯す必然はなくなりまし

た。 

 

ｂ.十字架 

6:6 私たちは知っています。私たちの古い人がキリストとともに十字架につけられたのは、罪

のからだが滅ぼされて、私たちがもはや罪の奴隷でなくなるためです。 

再び、「知っています」とパウロは言っています。クリスチャンは、キリストとともに十字

架に付けられたことを知っています。キリストが、私たちの罪のために死んでくださったこと

により、罪の赦しが与えられることを信じて、罪の赦しを得ました。けれども、十字架にはも

う一つの意味があります。それは、イエス・キリストが十字架につけられたとき、私たちの罪

のからだもともに十字架につけられたのです。 

 

私たちは、古い人（古い性質、アダムにつながっていた時の姿）がいかに強力であるかを知っ

ています。クリスチャンになってから、霊と肉の戦いが自分のうちで繰り広げられているのを

知っています。これほどまでに強力な古い人が死ぬには、十字架という処刑台が必要でした。

古い人はどんなにもがいても、そこから降りてくることはできません。イエスが降りられなか

ったからです。どんなにあがいて、生き延びようとしても、十字架の上での激しい痛みと呼吸

困難の中でしだいに力を失い、ついに無力になってしまいました。これが、「キリストととも

に十字架につけられた」ということです。古い人は、キリストを信じた瞬間に死んだのです。

第二に知るべきことは、この事実です。 

 

6:7 死んだ者は、罪から解放されているのです。 

例えば、人を殺害した罪で死刑を宣告された男がいるとします。死刑が執行されて彼が死ぬと

同時に、その罪から解放される（文字通り「義とされる」）のです。刑罰は支払われ、事件は

解決したのです。私たちは、カルバリの十字架の上で、キリストとともに死んだのです。私た

ちの刑罰が支払われただけでなく、私たちの人生に対する罪の支配が打ち砕かれたのです。私

たちはもはや、罪の奴隷ではありません。 
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つまり、死んだ古い性質は、私たちに支配権を振るう権利がなくなったということです。 クリ

スチャンになってからでも罪の誘惑を感じることがあります。しかし、罪の性質は私たちに

「罪を犯せ」と要求する権利はもうありません。未信者であった時は、私たちはいかなる善行

をしても、罪の支配下にありました。 クリスチャンになった今は、罪を犯すことがあるかもし

れませんが、犯す必要はなくなりました。 

 

6:8 私たちがキリストとともに死んだのなら、キリストとともに生きることにもなる、と私た

ちは信じています。 

私たちがキリストとともに死んだことは、真理の一面です。もう一つの面は、キリストとと

もに生きるということです。罪のために死に、義のために生きるのです。 

クリスチャンの生活は、救われる前の生活からの延長線上にあるのではありません。ありのま

まの自分では、決して神の理想に到達することができないのです。一度、死ななければいけま

せん。死んだことによってはじめて生きることができます、キリストとともに新たな歩みをす

ることができるのです。 

Ⅱコリ 5:17 ですから、だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者で

す。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。 

ｃ. 復活 

6:9 私たちは知っています。キリストは死者の中からよみがえって、もはや死ぬことはありま

せん。死はもはやキリストを支配しないのです。 

ここでも「知っています」という言葉を使っています。キリストが復活されたとき、それ

は、新しいからだにおいて復活されました。他にもよみがえった人たちはいました。ヤイロの

娘や、ラザロなどがそうですが、彼らは蘇生したのであり、年をとって再び死にました。けれ

ども、イエスのよみがえりは、蘇生とは異なります。それは、新しいからだであり、朽ちない

栄光のからだです。私たちが第三に知るべきことは、キリストはよみがえり、もはや死に支配

されることはないという事実であります。 

 

3．認めなさい（ロギゾマイ）（10-11 節） 

 

6:10 なぜなら、キリストが死なれたのは、ただ一度罪に対して死なれたのであり、キリストが

生きておられるのは、神に対して生きておられるのだからです。 

キリストは、2000 年前に十字架につけられて、再び十字架につけられる必要はありませんで

した。ただ一度、罪に対して死なれ、その清算を完璧になさいました。そして、今は神の右の

座に着き、生きておられます。 
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新たな歩みをするための方法、罪の中にとどまらない方法は、すでに起こった事実を知ること

から始まります。聖い生き方をするのも、義と認められることと同じように、神がキリストに

あって私たちのためにしてくださったことに基づいているのです。そこで、パウロは、この事

実を、どのようにして当てはめればよいかを、11 節で説明します。 

 

6:11 同じように、あなたがたもキリスト・イエスにあって、自分は罪に対して死んだ者であ

り、神に対して生きている者だと、認めなさい。 

パウロは、「認めなさい」と言っています。「見なす」とも訳される言葉です。これはロギゾ

マイというギリシア語で、算数の用語です。基本的意味は、「よく計算して、 答えを出しなさ

い」という意味です。 これは感情ではなく、知的な理解です。 

 

つまり、自分の罪を赦していただくために、キリストを信じたのと全く同じように、信じるの

です。そして自分は罪に対して死んだ。神に対して生きた者だ、と認めるのです。その事実を

認めていく時に、神の御霊が私たちのうちで働いてくださり、私たちには決してできなくなっ

ている神の命令を、行なうことができるようになります。御霊の働きについては、８章に入っ

たときに、詳しく述べられています。 

 

「立場が人を育てる」という格言があります。 今までと違う立場（ポスト）に就くことで、

その責任感のもと、一生懸命できることからやっていく。 そうしているうちに、いつしかその

立場（ポスト）にふさわしい人格に近づいていくという格言です。 

 

神は恵みにより、私たちをキリストにある立場（ポスト）を与えてくださいました。この立場

は、キリストにあるため絶対的であり、完璧であり、揺らぐことがありません。私たちは、自

分がこの立場にあることを認め続けるのです。聖霊は日常生活において、キリストにある立場

にふさわしい歩みをするように教え導いてくださいます。やがて私たちの人格は、このキリス

トにある立場に近かづいてゆきます。御国で主イエス・キリストに相まみえるまで、人生をか

けてキリストの似姿に変えられてまいりましょう。 


